
本
土
人
が
見
た
1
9
5
0
年
代
の
沖
縄
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緑
の
カ
ー
テ
ン
で�
夏
支
度
� 

�

芸
能
が
那
覇
を
彩
る 

�

市
長
の
施
政
方
針（
要
旨
） 

�
・
�

情
報
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ 
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市
の
自
治
会
は
、
そ
の
数
１
５
５
。

自
治
会
加
入
世
帯
は
最
大
１
５
０
０
余
。

平
均
１
９
３
。
ま
た
予
算
規
模
は
百
万

円
弱
か
ら
３
千
万
円
超
と
数
字
で
見
る

自
治
会
事
情
は
大
小
様
々
で
す
。
活
動

も
地
域
毎
の
特
色
を
活
か
し
、
敬
老
会

や
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
、
公
園
・
道

路
の
美
化
清
掃
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
地
域
福
祉
活
動
、
そ
し
て
防
犯
防
災

活
動
と
幅
広
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
自
治
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず
幅
広
く

活
躍
さ
れ
て
い
る
の
が
自
治
会

長
の
み
な
さ
ま
で
す
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
自
治
会
を
協
働
の
パ
ー
ト

ナ
ー
に
、
公
園
管
理
や
廃
食
用

油
回
収
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
国
の
地

域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
た
「
保
安
灯
」
の

設
置
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
に
、
自
治
会
長
で
組
織
す
る
市

自
治
会
長
会
連
合
会
を
中
心
と
し
た
事

業
で
、
老
朽
化
に
伴
う
建
替
え
や
新
た

に
設
置
さ
れ
る
保
安
灯
の
数
は
、
約
６

０
０
灯
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
保
安
灯
は
、
各
自
治
会
な
ど

が
設
置
を
し
、
電
気
料
金
の
負
担
も
含

め
て
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建

替
な
ど
に
あ
た
っ
て
、
自
治
会
長
の
み

な
さ
ま
は
各
地
域
に
あ
る
保
安
灯
の
数

や
場
所
を
把
握
し
、
補
修
の
必
要
な
灯

数
を
確
認
す
る
な
ど
作
業
に
奔
走
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
地
域
の
安
心
・
安
全

の
た
め
で
す
。

ま
た
、
市
自
治
会
長
会
連
合
会
に
専

門
部
研
究
会
を
設
置
し
、
こ
れ
か
ら
の

自
治
会
あ
る
い
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
あ
り
方
の
調
査
研
究
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
も
含
め
て
、
地
域

へ
貢
献
し
様
々
な
功
績
を
残
し
て
い
ま

す
自
治
会
長
の
み
な
さ
ま
へ
感

謝
の
意
と
敬
意
を
表
す
る
地
域

自
治
功
労
者
表
彰
式
が
１
月　
２１

日
に
行
わ
れ
、
翁
長
市
長
よ
り

特
別
表
彰
８
名
、
一
般
表
彰　
１３

名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
引
き
続
き
、
専
門
部
研

究
会
の
中
間
報
告
や
自
治
会
長

と
の
市
政
懇
談
会
が
行
わ
れ
、

副
市
長
、
関
係
者
を
含
め
約
１

５
０
名
が
参
加
す
る
中
、
次
年

度
か
ら
実
施
す
る
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
等
に
つ
い
て
和
や
か
な

雰
囲
気
で
の
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。
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表彰を受けた自治会長のみなさん（上）。表彰式でお礼
を述べる翁長市長（右画像）

「協働」とは、まちづくりのために、市
民・事業者・市民団体・行政などが、
それぞれの特性を発揮しながら協力
しあうことです。

�



　

時
折
、寒
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、 暦 
の
上
で
は
す
で
に
春
に
入
り
、段
々
と
暖
か
く
な
っ
て

こ
よ
み

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
夏
が
近
づ
く
に
つ
れ
気
温
が
上
昇
し
、沖
縄
で
は
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、今
年
の
夏
は
、緑
の
カ
ー
テ
ン
を
育
て
て
、ク
ー
ラ
ー
に
頼
り
過
ぎ
な
い
生
活
を

過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
か
？　
今
こ
の
時
期
が
植
え
時
で
す
。３
月
に
種
や
苗
を
植

え
、順
調
に
育
て
る
と
夏
に
は
立
派
な
緑
の
カ
ー
テ
ン
が
出
来
ま
す
よ
！　
涼
し
く
夏
を
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。
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緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
窓
辺
や

ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
壁
面
に
ネ
ッ

ト
を
張
り
、
花
壇
や
プ
ラ
ン

タ
ー
栽
培
で
つ
る
性
植
物
を
育

て
る
も
の
で
、
植
物
が
日
差
し

を
和
ら
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
室

内
温
度
を
下
げ
て
涼
し
い
環
境

を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
植
栽
す
る
種
類
に

よ
っ
て
は
、
花
の
観
賞
を
楽
し

ん
だ
り
、
実
の
収
穫
を
楽
し
む

こ
と
も
出
来
ま
す
。
ア
サ
ガ
オ

や
き
ゅ
う
り
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
な
ど
お
好
み
の
つ
る
性

植
物
を
育
て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

　

今
回
は
、
昔
か
ら
私
た
ち
の

生
活
に
馴
染
み
が
深
く
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
代
表
的
な
植
物

「
ご
ー
や
ー
」で
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
！　　
水
に
浮
い
て
く
る

種
は
発
芽
し
な
い
の
で
、　
除
去
。

生活保護世帯又は市民税非課税世帯のみなさまへのお知らせ生活保護世帯又は市民税非課税世帯のみなさまへのお知らせ

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワククククククククククククククククククククククククククククククククチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種ににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててててててててててててて新型インフルエンザワクチン接種について
　生活保護世帯または市民税非課税世帯に属する方は、市がワクチン接
種費用を全額助成し、無料で受けることができます。（※接種時点で那覇
市に住民登録のある方に限ります。）
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＜助成金の償還払い＞
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　お問い合わせ　健康推進課　�867-0111（内線：2673・2674）

　
ポ
イ
ン
ト
！　　 
追  
肥 
を
時
々
与

つ
い 
ひ

え
る
と
、
花
つ
き
や 
結  
実 
が
よ

け
つ 
じ
つ

く
な
り
ま
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン

の
作
り
方

《
ご
ー
や
ー
編
》

　

３
月
１
日
（
月
）
よ
り
仮
庁

舎
、
銘
苅
庁
舎
、
首
里
・
真
和

志
・
小
禄
支
所
で
、
ご
ー
や
ー

の
種
を
２
５
０
袋
（
各
施
設　
５０

袋
）
無
料
配
布
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
室

�
９
５
１
―
３
３
９
２
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ご
ー
や
ー
の
種
の

無
料
配
布
！

�

①プランターの底に石を敷いて、土を
いれます。一緒に肥料も入れましょう。
プランターはできるだけ深底で大き
いものを！

�

②種から育てる場合は、植える前日に、
種を一晩水に浸しましょう。

④大きくなったらネットを張り、ツ
ルをネットに誘引しましょう。

③１鉢につき１～２粒をまき、朝晩お水を
たっぷりあげましょう。苗から育てる場合も、
１鉢につき１～２株が良いでしょう。

⑤夏頃には花や実がつきます。緑のカーテンの涼
しさと実の収穫、花の観賞を楽しんでください。

�

�

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

に
よ
り
、
市
で
は
ご
み
の
５
種

類
分
別
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

「
も
や
さ
な
い
ご
み
」へ
の
混
入

物
が
原
因
で
、
那
覇
・
南
風
原

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設
内

で
年
間　

件
程
度
の
小
規
模
な

１０

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
多
く
は
、
ラ
イ
タ
ー

類
及
び
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が

「
も
や
さ
な
い
ご
み
」と
共
に
破

砕
処
理
さ
れ
た
際
に
、
発
火
し

た
事
が
原
因
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
に
限
ら
ず
、

ご
み
収
集
車
内
で
も
同
様
な
火

災
が
発
生
し
て
お
り
、
施
設
や

収
集
を
担
当
す
る
作
業
員
、
周

辺
住
民
の
方
々
の
生
命
に
関
わ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ゆ
う
が
い
ご
み
・
き
け
ん
ご

み
は
、
必
ず
中
身
が
確
認
で
き

る
よ
う
個
別
の
袋
に
入
れ
、
指

定
日
に
出
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
の
分
別
に
関
し
て

環
境
政
策
課

�
９
５
１
―
３
２
３
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


火
災
�
��
��

火災の原因となったライター
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●イベント内容 （会場：那覇市営奥武山野球場）
4月16日（金） 18時　　オープニングセレモニー
 18時半　巨人（ファーム）×沖縄電力
4月17日（土） 18時　　巨人×阪神（ファーム公式戦）
4月18日（日） 13時　　巨人×阪神（ファーム公式戦）
※3試合とも先着3，000名様に記念タオル進呈
※会場に駐車場はありません。バス、モノレール、タクシーをご利用ください。

●入場料（3試合同金額）
�バックネット裏指定席　前売　2，000円 当日　2，500円　
�内野エキサイトシート　前売　2，000円 当日　2，500円　
�内野自由席（大人）　　前売　1，500円 当日　2，000円　
　　　　　　（小人）　　前売・当日共通 1，000円　
�外野自由席（大人）　　前売　1，000円 当日　1，200円　
　　　　　　（小人）　　前売・当日共通 500円　
●チケット販売所
琉球新報社本社・事業局・中部支社・北部支社、リウボウ
三越、ファミリーマート各店（Pコード　591-450）

●その他関連イベント
【中畑清（元読売ジャイアンツ選手）講演会】
4月11日（日）15時～（県立武道館アリーナ）
対象者：4月16日（金）～18日（日）の「巨人対沖縄電力」、
　　　　「巨人対阪神」のチケットをお持ちの方のみ。

お問い合わせ：観光課　�862-3276
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■
リ
ス
ペ
ク
ト
上
映

　

日
本
が
世
界
に
誇
る
�
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
�
に
注
目

す
る
特
集
上
映
。

�
�
�
�
��

�
�
��

�
�

W
orld
W
ide
L
augh

　
（ 
      
     
    
）

　
「
翻
訳
な
し
で
世
界
中
の
人

を
笑
わ
せ
ら
れ
る
映
像
」
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
募
集
・
公

開
し
、
国
境
を
越
え
て
発
信
す

る
新
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�	
��

�

�
�

　

動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ニ
コ
ニ

コ
動
画
」
が
開
催
す
る
「
新
国

際
ニ
コ
ニ
コ
映
画
祭
」
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
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�
�
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�
�
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�
�
�����
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�
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�
�
�
�
�
�
�
	
�



　

沖
縄
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん

で
「
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
映
像

作
品
を
企
画
・
撮
影
。
沖
縄
国

際
映
画
祭
の
イ
ベ
ン
ト
で
上
映

し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
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�
�
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�
�
�
�
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中
学
校
、
高
等
学
校
を
対
象

に
、
学
校
単
位
で
「
学
校
自
慢
」

を
テ
ー
マ
に
映
像
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

＊
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

【
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp://w

w
w
.oim
f.jp

 
       
 
 
    
    

た
ち
が
華
や
か
に
飾
っ
た
レ
ッ

ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

L
au
g
h

P
eace

「 
  
 
 
部
門
」と「 
    
」

部
門
の
２
部
門
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ　

本
前
後
の
日
本
劇
場
未

１０

公
開
の
長
編
作
品
を
上
映
予
定
。

�
�
�
�
�
�
�

■
日
本
の
コ
メ
デ
ィ
作
品

　

新
作
・
旧
作
に
関
わ
ら
ず
、

日
本
で
制
作
さ
れ
た
傑
作
コ
メ

デ
ィ
映
画
の
中
か
ら
、
選
び
ぬ

い
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
上
映
し

ま
す
。　

■
世
界
の
コ
メ
デ
ィ
作
品

　

国
・
地
域
に
関
わ
ら
ず
、
世

界
で
制
作
さ
れ
た
コ
メ
デ
ィ
作

品
、
後
世
に
語
り
継
ぎ
た
い
古

典
的
な
名
作
か
ら
知
ら
れ
ざ
る

傑
作
を
セ
レ
ク
ト
し
て
上
映
し

ま
す
。

【
期
間
】

３
月　

日
（
土
）
〜　

日
（
日
）

２０

２８

予
定

＊
３
月　

日（
土
）〜　

日（
火
）

２０

２３

映
画
祭
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
国
際
通
り
周
辺
及
び
桜

坂
劇
場
で
開
催
予
定

＊
３
月　

日（
水
）〜　

日（
日
）

２４

２８

映
画
祭
を
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
及
び
周
辺
地
区
で

開
催

【
会
場
】

○
メ
イ
ン
会
場

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
及
び
周
辺
地
区

○
サ
ブ
会
場

那
覇
市
内
（
国
際
通
り
周
辺
・

桜
坂
劇
場
）・
北
谷
町
は
じ
め
県

内
小
中
学
校
数
か
所
（
予
定
）

第
２
回
沖
縄
国
際
映
画
祭

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
抜
粋
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

吉
本
興
業
の
芸
人
や
多
彩
な

ゲ
ス
ト
参
加
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

�
�
�
�
�
�

　

国
内
外
の
ス
タ
ー
、
映
画
人

昨
年
開
催
さ
れ
好
評
を
博
し
た
沖
縄
国
際
映
画
祭
が
、今

L
a
u
g
h
&
P
e
a
c
e

年
も「 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 

」を
テ
ー
マ
に
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
と
そ
の
周
辺
地
域
を
メ
イ
ン
会
場
に
、国
際
通
り

周
辺
・
桜
坂
劇
場
、北
谷
町
な
ど
県
内
小
中
学
校
数
か
所
を
サ

ブ
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

華
や
か
な
国
内
外
の
ス
タ
ー
や
俳
優
が
彩
っ
た
レ
ッ
ド
カ
ー

ペ
ッ
ト
も
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、国
際
通
り
周
辺
で
は
、吉
本
興

業
の
お
笑
い
芸
人
や
多
彩
な
ゲ
ス
ト
が
参
加
し
、映
画
祭
を

盛
り
上
げ
る
企
画
目
白
押
し
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、映
画
祭
メ
イ
ン
の
長
編
プ
ロ
グ
ラ
ム
の「
ラ
フ
」部
門

と「
ピ
ー
ス
」部
門
の
２
部
門
に
は
、日
本
劇
場
未
公
開
の
新

作
長
編
作
品
や
吉
本
興
業
の
芸
人
さ
ん
た
ち
が
監
督
し
た
新

作
長
編
映
画
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
約　

本
上
映
さ
れ
ま
す
。

１０

市
内
で
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
る
沖
縄
国
際
映
画
祭
を
是
非
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
＊
画
像
は
昨
年
の
映
画
祭
よ
り

第
2
回
沖
縄
国
際
映
画
祭
が
や
っ
て
く
る

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ 沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア音音音音音音音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽沖縄国際アジア音楽祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭 mmmmmmmmmmmmmmmmmmmmuuuuuuuuuuuuuuuuuuuussssssssssssssssssssiiiiiiiiiiiiiiiiiiiixxxxxxxxxxxxxxxxxxxx２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００musix２０１０&&&&&&&&&&&&&&&&&&&& 沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭 & 沖縄国際映画祭　開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!開催!



 

平
成　

年
は
国
内
外
に
お
い
て
、

２１

激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特

に
、
政
治
的
に
は
大
変
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
と
記
憶
に
残
り
ま
す
。

私
自
身
も
、
か
つ
て
、
変
革
を

訴
え
、
市
政
の
担
い
手
と
な
っ
た

身
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
政
権
交
代
は
、
主
権
者

で
あ
る
国
民
の
厳
粛
な
審
判
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

期
せ
ず
し
て
、
時
を
同
じ
く
実

現
し
た
日
米
両
国
の
政
権
交
代
の

ゆ
く
え
を
大
き
な
関
心
を
持
っ
て

見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

先
の
「
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建

設
と
県
内
移
設
に
反
対
す
る
県
民

大
会
」
で
は
迷
う
こ
と
な
く
共

同
代
表
に
就
き
ま
し
た
。
様
々
な

思
惑
が
絡
み
合
い
、
複
雑
な
様
相

を
呈
し
て
い
た
こ
の
大
会
で
、
保

守
系
政
治
家
の
私
が
、
そ
の
役
回

り
を
引
き
受
け
た
の
は
何
故
な
の

か
。
そ
の
想
い
を
率
直
に
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
に
対
す
る
私
の
想
い
は
、

保
革
の
立
場
を
超
え
、
誰
よ
り
も

強
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
教
科

書
検
定
意
見
の
撤
回
に
向
け
て
先

頭
で
怒
り
の
拳
を
突
き
上
げ
た
ほ

か
、
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
故
の
直
後

に
は
、
真
っ
先
に
現
場
に
駆
け
つ

け
、
そ
の
後
の
抗
議
集
会
に
も
一

県
民
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。

戦
後　

年
を
経
た
今
な
お
、
沖

６４

縄
は
基
地
問
題
に
翻
弄
さ
れ
て
い

ま
す
。
基
地
を
挟
ん
で
右
と
左
で

い
が
み
あ
う
の
で
は
な
く
、
沖
縄

県
民
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
に
責
任
を

転
嫁
す
る
こ
と
な
く
、
政
府
の
責

任
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
を
着
実

に
解
決
す
る
よ
う
強
く
訴
え
ま
す
。

 

今
、
こ
の
国
の
「
か
た
ち
」
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

中
央
集
権
体
制
か
ら
地
方
分
権
体

制
へ
舵
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
の
個
性
や
力
量
が
住

民
福
祉
の
あ
り
よ
う
を
大
き
く
左

右
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
に
身
近
な
自
治
体
と
し
て
、

新
し
い
時
代
に
向
き
合
う
「
確
か

な
力
」
を
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
大
き
な
可
能
性
が
広
が
る

地
域
主
権
社
会
に
あ
っ
て
、
新
た

な
役
割
と
責
任
を
果
た
し
う
る
中

核
市
へ
の
移
行
を
目
指
す
こ
と
を

決
意
し
ま
し
た
。

県
都
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を

胸
に
、
職
員
の
総
力
を
あ
げ
て
中

核
市
移
行
を
実
現
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

最
近
の
世
相
に
接
す
る
た
び
に
、

激
動
の
政
権
交
代
を
迎
え
て

平
和
へ
の
想
い
と
信
念
の
行
動

地
域
主
権
社
会
に
応
え
る

中
核
市
を
目
指
し
て

新
し
い
価
値
観
の
創
造
に

向
け
て

あ
る
言
葉
が
心
に
染
み
入
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
い
い
暮
ら
し

よ
り
、
楽
し
い
暮
ら
し
を
」

齢　

を
余
る
人
生
の
大
先
輩
か

９０

ら
贈
ら
れ
た
言
葉
で
す
。

右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
が
終

焉
し
た
今
日
の
成
熟
社
会
に
あ
っ

て
、
私
達
の
生
活
の
あ
り
よ
う
も

大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
「
い
い

暮
ら
し
」
に
代
わ
る
新
し
い
価
値

観
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
楽
し
い
暮
ら
し
」
は
、
物
質
的

な
豊
か
さ
ば
か
り
に
心
を
奪
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
人
々
や
地
域
と

の
深
い
絆
の
な
か
に
新
た
な
喜
び

を
見
出
す
生
活
で
す
。
人
と
人
と

が
支
え
あ
う
、
人
と
地
域
が
支
え

あ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
い
絆
の
中

に
真
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め

に
も
、
こ
の
言
葉
を
深
く
心
に
刻

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

沖
縄
の
野
球
人
に
と
っ
て
の
聖

地
で
あ
り
、
戦
後
復
興
の
歴
史
と

時
を
重
ね
て
き
た
奥
武
山
野
球
場

が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

太
陽
の
光
が
燦
々
と
降
り
注
ぎ
、

青
々
と
し
た
天
然
芝
が
敷
き
詰
め

ら
れ
た
自
慢
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、

読
売
巨
人
軍
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
だ

け
で
は
な
く
、　

年
ぶ
り
に
プ
ロ

３５

野
球
公
式
戦
の
開
催
が
決
ま
り
ま

し
た
。
間
近
に
見
る
超
一
流
の
プ

レ
ー
の
数
々
は
、
必
ず
や
、
子
ど

も
た
ち
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
与

え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
、
那
覇
の
ま
ち
を
見
渡
せ
ば
、

そ
の
ほ
か
に
も
、
新
し
い
顔
が

次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
す
。
大
規
模
な
市
街
地

再
開
発
の
進
展
や
道
路
網
の
整
備
、

旅
客
船
バ
ー
ス
の
完
成
な
ど
、
奥

行
き
の
あ
る
魅
力
的
な
街
並
み
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
立
派
な
都

市
基
盤
が
整
備
さ
れ
よ
う
と
も
、

そ
れ
だ
け
で
満
足
す
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
熱
い
息
吹
が
感
じ
ら
れ
な

け
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
は
成
し
遂

げ
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い
か
ら
で

す
。そ

の
息
吹
は
、
や
が
て
人
々
や

地
域
を
結
び
付
け
、
こ
の
ま
ち
を

さ
ら
に
元
気
に
す
る
原
動
力
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
両
者
が

一
体
と
な
っ
た
時
、
大
き
な
目
標

で
あ
る
「
風
格
あ
る
県
都
・
那
覇
」

に
、
ま
た
一
歩
近
づ
く
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
一
年
、
初
め
て
の
試
み
と

し
て
「
な
は
市
民
大
学
」
を
開
催

し
、
本
市
の
現
状
を
あ
り
の
ま
ま

に
説
い
て
き
ま
し
た
。

私
が
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
毎
回
、

ま
ち
づ
く
り
と
人
々
の
息
吹

な
は
市
民
大
学
の
挑
戦
と

可
能
性

多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
た
か
ら

だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
ま
ち
づ

く
り
の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
た

か
ら
で
す
。
地
域
の
課
題
を
自
ら

の
こ
と
と
し
て
憂
い
、
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
思
案
す
る
姿

が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
姿
に
、
こ
の
ま
ち
を
自
ら

支
え
よ
う
と
す
る
「
市
民
力
」
や

「
地
域
力
」の
め
ば
え
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ひ
と
り
ひ
と
り
に
め
ば
え
た
純

粋
な
気
持
ち
を
育
み
、
こ
れ
か
ら

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
「
市
民
力
」
や
「
地
域
力
」

に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

高
々
と
掲
げ
た
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
旗
印
の
も
と
に
、
多
く
の

人
々
が
集
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
政
運
営
の
道
し

る
べ
は
、
や
は
り
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
番
大
き
な
Ｋ
で
あ
る「
協
働
」

の
下
、「
健
康
」「
こ
ど
も
・
教
育
」

「
高
齢
者
」「
環
境
」「
観
光
」
の
５

つ
の
Ｋ
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

ま
ず
は
「
健
康
」
で
す
。
健
康

は
何
よ
り
も
「
楽
し
い
暮
ら
し
」

の
出
発
点
で
す
。
全
て
の
人
々
が

充
実
し
た
健
康
生
活
を
営
め
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

次
に
「
こ
ど
も
・
教
育
」
で
す
。

子
育
て
環
境
が
激
し
く
変
化
す
る

中
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
育
む

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
高
齢
者
」
も
大
切
に
し
ま
す
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
し
く
み
を

つ
く
り
、
そ
の
能
力
が
社
会
で
活

か
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

「
環
境
」
は
、
絶
対
に
欠
い
て
は

な
ら
な
い
視
点
で
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
な
環
境
問
題
も
、
普
段
の
日
常

生
活
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

美
し
い
地
球
環
境
を
次
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
環
境
政
策
を
着

実
に
推
進
し
ま
す
。

「
観
光
」振
興
に
も
力
を
注
ぎ
ま

す
。
旅
客
船
バ
ー
ス
の
供
用
や
プ

ロ
野
球
春
季
キ
ャ
ン
プ
の
決
定
な

ど
、
本
市
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

５
つ
の
Ｋ

に
新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
独
特
の
文
化
や
風
土
は
訪
れ

る
人
を
強
く
惹
き
つ
け
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
形
に
変
え
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

 

一
般
会
計
予
算
は
、
１
�
２
３

９
億
６
�
２
０
０
万
円
で
、
対
前

年
度
比　

億
８
０
０
万
円
、
８
・

９６

４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
企

業
会
計
を
除
く
特
別
会
計
予
算
は
、

総
額
６
２
６
億
９
�
２
１
６
万
３

千
円
、
対
前
年
度
比　

億
５
、
４

３１

５
１
万
６
千
円
、
５
・
３
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
歳
出
が
前
年

度
と
比
較
し
て
増
額
と
な
っ
た
の

は
、
義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人
件

費
や
公
債
費
は
減
額
と
な
っ
た
も

の
の
、
子
ど
も
手
当
支
給
費
や
生

活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
が
大
幅

な
増
額
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
普

通
建
設
事
業
に
お
い
て
、（
仮
称
）

天
久
小
学
校
用
地
購
入
事
業
な
ど

の
単
独
事
業
費
が
増
加
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
歳
入
予
算
で
は
、
地
方

交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
の
増
額

に
加
え
、
臨
時
財
政
対
策
債
や
教

育
債
な
ど
市
債
の
増
額
を
見
込
む

も
の
の
、
税
収
の
落
ち
込
み
な
ど

が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
収
支
不
足
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
財
政

調
整
基
金
及
び
減
債
基
金
を
約　
１０

億
１
千
万
円
取
り
崩
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
特
別
会
計
予
算
の
増
額

の
要
因
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
の
保
険
給
付
費
、
介
護

保
健
事
業
特
別
会
計
の
保
険
給
付

費
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

  
「
跳
び
だ
せ
！
市
長
室
」「
Ｄ
ｏ

協
働
！
そ
れ
行
け
営
業
部
長
」
な

ど
を
継
続
し
、
市
民
と
の
対
話
の

機
会
を
つ
く
り
だ
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
な
は
市
民
大
学
を
行

い
ま
す
。

小
学
校
区
を
基
本
的
な
エ
リ
ア

と
す
る
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
自
治
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
児
童
委
員
な
ど

地
域
の
様
々
な
団
体
が
連
携
す
る
、

ま
ち
づ
く
り
組
織
を
立
ち
上
げ
ま

平
成　

年
度
予
算
編
成

２２
主
要
事
業
の
説
明

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

す
。首

里
支
所
を
久
場
川
地
区
へ
移

転
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
充
実
化
を
図
り
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
地
域

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

 

人
権
擁
護
に
関
す
る
情
報
提
供

や
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
学
校
教
育
を
通
し
て
、
児

童
の
人
権
意
識
を
高
め
る
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

 

旧
軍
飛
行
場
用
地
問
題
の
解
決

に
向
け
、
鏡
水
地
区
の
地
域
活
動

の
拠
点
と
な
り
、
災
害
時
の
避
難

場
所
と
し
て
の
利
用
も
可
能
と
な

る
（
仮
称
）
鏡
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

沖
縄
県
人
の
ハ
ワ
イ
移
民
１
１

０
周
年
及
び
ホ
ノ
ル
ル
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携　

周
年
を
記
念
し
、

５０

両
市
で
記
念
式
典
を
行
い
、
国
際

交
流
を
深
め
一
層
の
友
好
親
善
を

図
り
ま
す
。

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
に
よ

る
粗
大
ご
み
の
回
収
受
付
や
証
明

書
自
動
交
付
機
に
よ
る
公
共
施
設

使
用
料
の
納
付
な
ど
、
利
便
性
の

高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
進
め
ま
す
。

本
庁
舎
、
銘
苅
庁
舎
、
教
育
委

員
会
庁
舎
を
統
合
し
た
地
下
２

階
・
地
上　

階
の
新
庁
舎
建
設
工

１２

事
に
着
手
し
ま
す
。
建
物
を
緑
化

し
、
誰
で
も
使
い
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
活
動
拠

点
と
な
り
市
民
の
安
心
・
安
全
を

支
え
る
庁
舎
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

組
織
機
構
の
改
正
で
は
、
簡
素

で
分
か
り
や
す
く
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
組
織
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、
中
核
市
移
行
に
向
け
、

行
政
経
営
課
内
に
中
核
市
移
行
準

備
室
を
設
置
し
ま
す
。

 

健
康
で
長
生
き
と
い
う
生
活
の

質
の
向
上
を
目
標
に
す
る
健
康
な

は　

（
後
期
計
画
）
に
基
づ
き
、

２１
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
中
心
と
し

た
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

保
健
師
や
栄
養
士
等
に
よ
る
相

談
・
教
育
・
訪
問
指
導
を
充
実
さ

せ
、
市
民
と
協
働
し
た
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
率
を
高
め
る
た

め
、
未
受
診
者
に
対
す
る
戸
別
訪

問
を
強
化
し
、
自
治
会
や
通
り
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
積
極
的
な

受
診
勧
奨
を
行
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
の
健
康
管
理
を
支

援
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
各
種

が
ん
検
診
の
自
己
負
担
額
の
全
額

助
成
を
行
い
ま
す
。

 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
と

の
協
働
に
よ
り
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
へ
の
理
解
を
深
め
行
動
を

促
す
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進

し
ま
す
。

全
て
の
人
に
や
さ
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
広
ま
る
よ
う
、
市
内
事
業
者

を
中
心
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
介
助
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
併
せ
て
、
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

幸
せ
感
の
あ
る
ま
ち
の
創
出

平
和
交
流
・
男
女
共
同
参
画

市
民
に
開
か
れ
た
効
率
的

な
行
政

健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療

の
充
実

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ま
ち
づ
く
り

 

民
生
児
童
委
員
等
の
地
域
福
祉

の
担
い
手
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、「
支
え
合
い
の
輪
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
活
動
回
数
を
拡
大
し
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

 

発
達
障
が
い
児
等
を
支
援
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
を
行
い
、

そ
の
家
族
を
含
め
た
支
援
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
手
話

通
訳
奉
仕
員
派
遣
事
業
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
人
材
確
保
に
向
け
た

養
成
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

　

歳
以
上
の
市
民
を
対
象
と
す

７０
る
モ
ノ
レ
ー
ル
の
高
齢
者
公
共
交

通
割
引
制
度
を
継
続
し
、
高
齢
者

の
気
軽
な
外
出
を
支
援
し
ま
す
。

 

緑
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
小
中
学
校

を
は
じ
め
と
す
る
身
近
な
公
共
施

設
の
緑
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
導
入
を

促
す
と
と
も
に
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
連
続
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、

啓
発
事
業
を
充
実
さ
せ
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

 

ご
み
減
量
・
資
源
化
推
進
事
業

や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
啓
発
推
進

事
業
を
継
続
し
、
持
続
的
な
発
展

が
可
能
と
な
る
資
源
循
環
型
社
会

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

旧
ご
み
焼
却
施
設
の
跡
地
に
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
仮
称
）

資
源
化
推
進
セ
ン
タ
ー
を
完
成
さ

せ
、
分
別
や
異
物
除
去
な
ど
の
中

間
処
理
を
行
い
、
ご
み
資
源
化
を

促
進
し
ま
す
。

 

自
然
観
察
な
ど
の
環
境
学
習
会

や
河
川
の
清
掃
活
動
な
ど
を
通
し

て
、
身
近
な
自
然
に
親
し
み
快
適

環
境
を
創
造
す
る
意
識
や
関
心
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

 

狂
犬
病
予
防
接
種
率
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、
併

せ
て
、
空
き
地
等
の
適
正
管
理
を

進
め
、
衛
生
的
な
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

 

生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
な
る

（
仮
称
）
牧
志
・
安
里
公
民
館
図
書

館
の
整
備
に
向
け
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
設
置
工
事
や
施
設
の
内
装
工

事
に
着
手
し
ま
す
。

平
成　

年
度
全
国
高
等
学
校
総

２２

合
体
育
大
会
「
美
ら
島
沖
縄
総
体

２
０
１
０
」
が
開
催
さ
れ
、
本
市

で
は
、
テ
ニ
ス
な
ど
６
競
技
７
種

目
の
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
関
係

者
の
熱
意
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、

全
国
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
選
手
団

に
喜
ば
れ
る
真
心
の
こ
も
っ
た
大

会
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

奥
武
山
野
球
場
及
び
屋
内
運
動

場
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
並
び
に
各
種

文
化
イ
ベ
ン
ト
及
び
国
際
交
流
の

場
と
し
て
幅
広
い
活
用
を
図
り
ま

す
。

 

新
都
心
地
区
に
幼
稚
園
と
保
育

所
を
一
体
化
し
た
総
合
施
設
の
建

設
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
立
幼

稚
園
で
の
２
年
保
育
と
午
後
の
預

か
り
保
育
を
拡
充
し
ま
す
。

認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
や

老
朽
化
し
た
認
可
保
育
園
の
増
改

築
を
進
め
ま
す
。
認
可
外
保
育
施

設
に
対
し
て
は
、
牛
乳
支
給
や
給

食
助
成
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
支

援
策
を
継
続
し
ま
す
。

つ
ど
い
の
広
場
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

地
域
の
支
え
あ
い

自
立
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

提
供

地
球
環
境
へ
の
配
慮

資
源
循
環
型
社
会

自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
・

創
造

衛
生
的
な
環
境
の
確
保

生
涯
学
習
と
地
域
の
教
育

力
の
向
上

子
育
て
支
援
と
就
学
前
教

育
・
保
育

事
業
を
継
続
し
、
支
援
が
必
要
な

家
庭
に
対
す
る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
図
り
ま
す
。

 

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
居
場

所
の
確
保
の
た
め
、
学
校
な
ど
へ

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
の
設
置

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
未
実
施
小
学
校
区

へ
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

不
登
校
や
学
校
生
活
に
適
応
で

き
な
い
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
た

め
、
教
育
相
談
員
を
増
員
し
、
支

援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

伝
統
文
化
で
あ
る
旗
頭
を
中
心

に
、
地
域
の
人
材
や
活
力
を
教
育

活
動
に
取
り
込
み
、
子
ど
も
た
ち

の
出
番
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、

や
る
気
・
元
気
旗
頭
フ
ェ
ス
タ
を

継
続
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育

課
程
特
例
校
を
申
請
し
、
小
学
校

英
語
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
学
習

指
導
の
充
実
化
を
図
り
、
併
せ
て
、

小
中
一
貫
教
育
モ
デ
ル
校
の
設
置

に
向
け
、
引
き
続
き
、
学
校
運
営

や
教
育
内
容
に
つ
い
て
の
調
査
研

究
を
進
め
ま
す
。

 

国
の
名
勝
指
定
を
受
け
た
伊
江

御
殿
別
邸
庭
園
の
整
備
に
向
け
用

地
取
得
を
図
る
と
と
も
に
、
国
指

定
重
要
文
化
財
・
新
垣
家
住
宅
の

解
体
保
存
修
理
事
業
を
継
続
し
て

行
い
ま
す
。

那
覇
空
港
拡
張
整
備
に
向
け
た

総
合
調
査
の
一
環
と
し
て
、
引
き

続
き
、
大
嶺
地
区
の
埋
蔵
文
化
財

分
布
調
査
を
行
い
ま
す
。

市
立
小
中
学
校
の
校
歌
着
う
た

配
信
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
に
配
信

し
た　

校
に
続
き
、
残
り　

校
を

２４

２９

含
め
全
て
の
校
歌
の
配
信
を
行
い

ま
す
。

 

中
小
企
業
の
支
援
策
と
し
て
、

小
口
資
金
融
資
事
業
や
緊
急
保
証

制
度
に
よ
り
、
経
営
基
盤
の
強
化

や
雇
用
の
維
持
、
確
保
に
努
め
、

併
せ
て
、（
仮
称
）
那
覇
市
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
取
り

組
み
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付

金
の
活
用
に
よ
り
、
伝
統
工
芸
館

に
お
け
る
外
国
人
観
光
客
の
受
入

対
応
事
業
を
強
化
す
る
ほ
か
、
地

元
ガ
イ
ド
と
と
も
に
地
域
の
隠
れ

た
魅
力
を
見
て
ま
わ
る
「
ま
ち
歩

き
観
光
」
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

経
済
活
性
化
と
雇
用
創
出
を
図

る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
創
造
館
を
活
用
し

た
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
を
進
め

る
と
と
も
に
、
県
と
連
携
し
な
が

ら
那
覇
空
港
で
の
新
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

那
覇
ハ
ー
リ
ー
や
那
覇
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
活
用
に
加
え
、

ク
ル
ー
ズ
船
受
入
態
勢
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
の
観
光

客
を
積
極
的
に
誘
致
し
ま
す
。

 

地
元
商
店
街
や
通
り
会
等
の
創

意
工
夫
に
よ
る
提
案
事
業
の
実
現

に
向
け
、
頑
張
る
マ
チ
グ
ヮ
ー
支

援
事
業
を
拡
充
し
、
マ
チ
グ
ヮ
ー

の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
マ
チ
グ
ヮ
ー
づ

く
り
協
議
会
を
開
催
し
て
快
適
な

街
を
目
指
す
と
と
も
に
、
国
際
通

り
や
沖
映
通
り
を
中
心
に
路
上
喫

煙
防
止
事
業
を
継
続
し
、
喫
煙
マ

ナ
ー
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

就
職
相
談
や
各
種
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
就
職

支
援
を
行
な
い
ま
す
。

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
運
営
を
支
援
し
、
地
域

の
若
者
の
自
立
支
援
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
を
積

極
的
に
活
用
し
、
企
業
と
の
協
働

に
よ
る
新
た
な
雇
用
創
出
に
取
り

組
み
ま
す
。

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
環

境
づ
く
り

文
化
の
継
承
と
発
展

産
業
の
振
興

ま
ち
の
活
性
化

就
労
支
援
・
相
談
体
制

 

特
別
救
助
隊
に
地
震
警
報
機
を

整
備
し
高
度
救
助
隊
へ
の
移
行
を

図
る
と
と
も
に
消
防
緊
急
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
、
市
民
の

安
心
・
安
全
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
の
防
犯
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
特
に
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
の
撲
滅
に
向
け
交
通

安
全
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

市
民
文
化
の
拠
点
施
設
で
あ
る

市
民
会
館
の
早
期
建
替
え
に
向
け
、

整
備
基
金
の
設
置
な
ど
具
体
的
な

調
査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

活
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生

を
図
る
た
め
、
市
街
地
再
開
発
事

業
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

農
連
市
場
地
区
で
は
、
本
格
的
な

整
備
に
向
け
た
測
量
や
建
物
調
査

な
ど
に
着
手
し
ま
す
。

市
営
住
宅
建
替
事
業
で
は
、
久

場
川
、
石
嶺
、
宇
栄
原
の
各
市
営

住
宅
で
、
合
計
５
１
６
戸
を
完
成

さ
せ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
建

設
を
推
進
し
ま
す
。

大
名
市
営
住
宅
で
は
建
替
え
に

向
け
た
基
本
設
計
に
着
手
し
、
併

せ
て
、
他
の
市
営
住
宅
で
は
、
耐

震
診
断
を
実
施
す
る
な
ど
、
適
切

な
維
持
管
理
を
図
り
ま
す
。

 

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
引
き
続
き
、
カ
ー

フ
リ
ー
デ
ー
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
那
覇
市
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
安
全
で
快

適
な
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、

石
嶺
線
な
ど
６
路
線
の
幹
線
道
路

を
整
備
す
る
ほ
か
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
た
身
近
な
生
活
道

路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

道
路
橋
の
老
朽
化
に
対
応
す
る

た
め
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
若
松
橋
の
改
修

に
着
手
し
ま
す
。

 

安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
区
画
整

理
地
内
の
配
水
管
布
設
工
事
や
国

道
３
３
０
号
で
の
配
水
管
布
設
替

工
事
を
行
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
で
は
、
真
地
、
首

里
及
び
真
嘉
比
地
区
等
で
の
汚
水

管
布
設
整
備
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
浸
水
対
策
と
し
て
、
牧
志
及

び
具
志
地
区
等
で
雨
水
施
設
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

 

公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

防
災
機
能
を
備
え
た
新
都
心
公
園

の
整
備
を
は
じ
め　

か
所
の
都
市

２０

公
園
・
緑
地
の
整
備
を
推
進
し
、

良
好
な
都
市
空
間
の
創
出
を
図
り

ま
す
。

地
域
に
あ
っ
た
街
並
み
を
つ
く

る
た
め
、
景
観
計
画
を
策
定
し
、

景
観
地
区
の
指
定
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

首
里
金
城
地
区
、
壺
屋
地
区
、

龍
潭
通
り
沿
線
地
区
に
お
い
て
は

赤
瓦
屋
根
や
石
積
み
な
ど
へ
の
助

成
事
業
を
継
続
し
、
歴
史
に
彩
ら

れ
た
那
覇
を
演
出
し
て
い
き
ま
す
。

以
上
、
平
成　

年
度
（
２
０
１

２２

０
年
度
）
の
市
政
運
営
に
あ
た
り
、

私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、

予
算
案
や
主
要
事
業
の
概
要
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
様
々
な
局
面
で
難
し

い
舵
取
り
が
迫
ら
れ
る
も
の
と
覚

悟
し
ま
す
が
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
強
い
意
気
込
み
の
下
、

子
や
孫
の
代
に
夢
と
希
望
が
大
き

く
膨
ら
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ
い

て
、
市
民
の
み
な
さ
ま
な
ら
び
に

議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成　

年
２
月　

日

２２

１６

那
覇
市
長　

翁
長　

雄
志

都
市
防
災
と
防
犯

市
街
地
の
整
備

交
通
体
系
の
整
備

上
下
水
道
の
整
備

自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
な
み
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平
成　

年
度（
２
０
１
０
年
度
）

２２
�
�
�
�（
要
旨
）

��������	
��
������
いい暮らしより、楽しい暮らしを

２
月
那
覇
市
議
会
定
例
会
で
翁
長

市
長
が
述
べ
た
新
年
度
（
平
成　
２２

年
度
）
の
施
政
方
針
の
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

（
全
文
は
那
覇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

http://w
w
w
.city.naha.okinaw
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　平成２２年（２０１０年）２月那覇市議会定
例会の開会にあたり、予算案をはじめとす
る各議案の説明に先立ち、私の市政運
営に関する所信を申し上げ、市民のみな
さま並びに議員各位のご理解とご協力を
賜りたいと存じます。
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月　場　主に市民会館2階中ホール　対
市内在住または在校生（小学校6年生
～高校3年生）　定　100名程度　申　3月
5日（金）～4月5日（月）※市民会館で
配布している所定の申込書に必要事
項を記入し、郵送（〒902-0064寄宮1-2-
1）または直接申し込む（市民会館）
問　文化振興課（� 831-8401）

 

日　①プロジェクトWET：4月3日（土）②
プロジェクトワイルド：4月4日（日）①②と
も9時～17時半内それぞれ、水資源と
野生動物について学ぶ参加体験型環
境教育プログラムの指導者養成講座
定　各20名　費　各5,500円（昼食込）場　森
の家みんみん　対　18歳以上
申 問　森の家みんみん（� 882-3195）

 

市消防本部では、平成21年度ふるさと
消防団活性化助成事業を受け、モバイ
ルパソコン、デジタルビデオカメラ、デ
ジタルカメラ、プロジェクター、スクリーン
などを整備しました。これらの備品は消
防訓練効果の分析など消防団の資質
向上、地域における救命講習や救命
法指導に活用されます。
問　消防本部総務課（� 867-0119 ）

 

市は、財団法人自治総合センターから
平成21年度コミュニティ助成事業とし
て250万円の助成を受け、10自治会へ
活動に必要な備品などを整備しました。

※識名ガーデンハイツ自治会に整備さ
れた広報用スピーカー
問　市民協働推進課（� 861-3846 ）
 
平成22年度昼食時における仮庁舎及
び銘苅庁舎での弁当販売業者抽選に

「プロジェクトWET」と「プロジェクト･
ワイルド」の一般指導者養成講座

宝くじの普及広報事業で消防本部は、
パソコンなどの備品を整備しました

宝くじの普及広報事業で自治会の
備品・設備を整備

弁当販売申し込み業者抽選について

ついて下記の日程で行います。
対　①食品衛生法により許可を受けて
いる方　②市内に事業所があり、かつ居
住している方　③法人の場合は、市内
に事業所があること　④市税の滞納が
ない方　申　3月1日（月）から12日（金）ま
でに管財課（銘苅庁舎2階）へ申し込む。
【抽選日時】3月15日（月）15時
【抽選場所】銘苅庁舎3階　第1研修室
問　管財課（� 862-9904）

 

NAHAユースフォーラム（UFO）
～那覇で活動する若者が大集合！～
市内で活動する若者を主体とした団
体の活動紹介。みなさん気軽に遊びに
来てくださ～い！
日　3月14日（日）12時～17時　場　那覇
市ぶんかテンブス館前広場（国際通り
沿い）　問　中央公民館（� 891-3442） 
那覇市障害者美術展
日　3月19日（金）～21日（日）10時～18
時　場　沖縄県立博物館・美術館　内　絵
画や陶芸などの展示　問　（社）市身体
障害者福祉協会（�885-9444）
第32回那覇の物産展
那覇の魅力ある食品、工芸品などが勢
ぞろい！　是非、会場へご来場ください�
日　3月20日（土）、21日（日）10時～18時
場　那覇市ぶんかテンブス館前広場
日　商工農水課（� 951-3212）
第19回那覇市医師会「健康ウォーキン
グ大会
日　3月21日（日）10時～12時　場　新都
心公園大原っぱ　問　那覇市医師会
（�868-7579）
現代版組踊「燃ゆる首里城」
平田大一（那覇市芸術監督）演出の玉
城朝薫と首里城を題材にした現代版
組踊劇
日　3月21日（日）、22日（月）13時、18時
開演　場　パレット市民劇場　費　大人
1,500円、小人1,000円（高校生以下）
※当日は500円増　問　文化振興課（�
831-8401）

「セクシュアルマイノリティへの『理解』
と『誤解』と」
【講師】砂川秀樹（文化人類学者・博士

����

（学術））　日　3月4日（木）19時～20時半
対　関心のある方　定　30名　申　一時保
育（2歳児以上）、手話通訳の申し込み
は3月1日（月）まで

■3月2日（火）～7日（日） ▼那覇市文
化協会第18回あけもどろ総合文化祭　
美術工芸・写真・フラワーデザイン合同
展／絵画・彫刻・陶芸・染・写真・フラ
ワーデザイン／全室
■3月9日（火）～14日（日）　▼那覇市
文化協会第18回あけもどろ総合文化
祭　書道・生活美術合同展／書・人形・
ちぎり絵・押し花・他／全室
■3月16日（火）～21日（日）▼城間美
智子個展／絵画／第1展示室▼デジ
カメで写そう！　写真教室H21年度Ⅲ期
生展／写真／第2展示室▼第33回神
原フォートクラブ写真展／写真／第3
展示室
■3月23日（火）～28日（日） ▼W．CS
フォートサークル「彩」第2回写真展／
写真／第1展示室▼第13回ネオパレッ
ト会展／絵画／第2展示室▼宮城由
香作品展／絵画／第3展示室
■3月30日（火）～4月4日（日）▼那覇
市文化協会第18回あけもどろ総合文
化祭生活文化・古美術骨董合同展／
書和装・洋装・礼法・からじ結い・飾り
物・組ひも・古美術・骨董／全室

琉球芸能公演　百花繚乱～琉舞の世界～
日　3月4日（木）、11日（木）、18日（木）、
25日（木）17時、19時　費　大人1,260円、
中高生1,050円、小人630円
夢現工房　第5回決起会
日　3月6日（土）19時　費　無料

市民公開講座「耳の日」講演会
日　3月7日（日）11時半　費　無料
憲法劇　憲法改正～仲間家の人々
日　3月13日（土）未定　費　無料
二胡姫教室第3回発表会～中国伝統
楽器「二胡」の演奏発表会
日　3月14日（日）13時　費　無料
（社）那覇市観光協会　平成21年度第
2回通常総会
日　3月19日（金）14時　費　無料
演芸集団FEC定期公演「お笑い劇場」
vol.175
日　3月20日（土）19時　費　前売1,000円、
当日1,500円
オリジンお笑いライブ喜笑転決vol.168
日　3月21日（日）19時　費　1,500円 
小林正観さん公演会「ありがとうは命
薬（ぬちぐすい）」
日　3月24日（水）19時　費　3,000円
キャン×キャン・しゃもじ初凱旋ユニット
ライブ　キャン×しゃも
日　3月27日（土）19時　費　2,500円

華道翠香流沖縄支部25周年記念花展
～和と洋の花～
日　3月6日（土）、7日（日）10時～18時
（初日19時まで）　費　500円
沖縄初 ！　シュガーケーキ作品展
日　3月24日（水）～28日（日）10時～19
時　費　無料

なつかしの壺屋　壺屋写真展
日　3月9日（火）～21日（日）10時～18時
場　3階企画展示室
南蛮陶展　善と罪　中田栄至作品展
日　3月26日（金）～28日（日）10時～18
時　場　3階企画展示室

那覇市民ギャラリー
（パレットくも じ６階）�　��������
開館時間：１０時～１９時／月曜休館

壺屋焼物博物館
�　��������　�　��������
　開館時間１０時～１８時
　（入館は１７時半まで）／月曜休館

なは女性センター
�　��������　�　��������
利用時間　月～金（９時～２１時）、
土曜日（９時～１７時）／日曜、祝日休館

市広報紙・ホームページ広告枠売
買の一般競争入札参加者を募集
　平成22年度に市が発行する①広
報紙「広報なは市民の友」②公式
ホームページの広告枠売買契約の
一般競争入札を行います。
【契約期間】平成22年4月1日～
　　　　　　平成23年3月31日
【申請書配付】秘書広報課広報Ｇ
（仮庁舎Ｂ棟2階）で直接、または市
ホームページから「競争入札参加
資格確認申請書」をダウンロード
【提出期限】3月8日（月）17時15分ま
でに秘書広報課広報Ｇへ
問　秘書広報課　� 862-9942
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人権啓発講演会「性差を超えて未
来をつくる」～今こそ女性の出番～
貧困大国化する日本に、性別を超え
た連帯を呼びかける女性たちのメッ
セージ
【講師】堤未果（ジャーナリスト）
日　3月11日（木）14時 ～16時　場　パ
レット市民劇場　定　400名　費　無料 
申　要予約。電話、F A X、市ホーム
ページ（インターネット受付）で事前に
申し込む

テンブスギャラリー 3月

ぶんかテンブス館
（てんぶす那覇４階）

�　��������　�　��������
開館時間 ９時～２２時

テンブスホール 3月



生活保護世帯又は市民税非課税世帯のみなさまへのお知らせ
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日　……　日時・期間　　問　……　お問い合わせ　　対　……　対象　　内　……　内容
場　……　会場・場所　　申　……　お申し込み　　　定　……　定員　　費　……　費用
◆講座・催しものなどで特に記載のないものは　
　①誰でも参加可（申し込み不要）　②費用は無料です。

１９日（金）　�那覇市障害者美術展（～２１日１０時～　沖縄県立博物館・美術館　（社）市身体障害者福祉会）
２０日（土）　�第３２回那覇の物産展（～２１日１０時～　那覇市ぶんかテンブス館前広場　商工農水課）
★プラネタリウム一般投影（毎週日曜日 14：00久茂地公民館）

＊那覇市ホームページ　http://www.city.naha.okinawa.jp/
＊那覇市観光協会ホームページ　 http://www.naha-navi.or.jp/
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平成22年4月1日から小禄南小学校・
小禄小学校・宇栄原小学校の通学区
域の一部が次のとおり変更になります。

問　学務課（� 891-3505） 
 
【貸与金額】県内大学など（3万円/月）
　　　　　県外大学など（5万円/月）
【願書配布】3月1日（月）から（財）那覇
市育英会（とまりん2階）で配布　対　①
引き続き1年以上沖縄県に住所を有す
る者の子弟で、大学及び大学院、高等
専門学校（4年、5年制のみ）に在学し
ている方　②学業・人物共に優秀であ
り、学資の支払いが困難と見られる方
定　18人（予定）　申　4月1日（木）～30日
（金）10時～17時　※土日祝日を除く
問　（財）那覇市育英会（� 988-3688）
 
転勤、進学など異動が多いこの時期、
平日の窓口が混みあうので、余裕を
持って手続きができるように、市では次
のとおり臨時窓口を開設します。
①②の【開設日・開設時間】
3月27日（土）、28日（日）、
4月3日（土）、4日（日）9時～17時
①市民課臨時窓口（仮庁舎Ａ棟1階）
【業務内容】●住民票の写し、印鑑登
録証明、戸籍証明などの交付　●住民
異動届（転入・転出・転居など）とそれ
に伴う手続き、国民健康保険・国民年
金の加入・喪失に関する届けの受付
●印鑑登録　●出生、婚姻届などの戸

小禄南小学校・小禄小学校・宇栄原
小学校の通学区域変更のお知らせ

平成22年度（財）那覇市育英会貸与生募集

臨時窓口開設について

籍に関する届けの受付　問　市民課（�
862-3274）
②学務課臨時窓口（とまりん2階）
【業務内容】●新入学手続き　●指定
校変更手続き※事前に必要書類を電
話にてお問い合わせください。※自動
車で来庁の場合、とまりん立体駐車場
（那覇中側）の無料券を発行します。
問　学務課（� 891-3505）
 

対　市に事業所を有し、業歴が6か月以
上（特別小口は1年以上）の小規模事
業者　申　平成22年3月31日（水）まで
問　商工農水課（� 951-3212）、那覇商
工会議所（� 868-3758）
 
平成22年4月1日から公立公民館（7
館）の利用は有料になります。使用料
は利用施設の面積により異なります。
詳しくは市ホームページをご覧になる
か、各館へお問い合わせください。
問　中央公民館（� 891-3442）、久茂地
公民館（�891-3443）、小禄南公民館
（� 891-3444）、首里公民館（� 891-
3445）、若狭公民館（� 891-3446）、石
嶺公民館（�891-3447）、繁多川公民
館（� 891-3448）
 

【資料配布】3月1日（月）～5日（金）
対　個人で市内に1年以上住む、20歳
以上の方で、市税の滞納がなく、本市
場にて専業し、商品の安定供給ができ
る方
申　3月8日（月）～10日（水）16時まで
問　なはまちなか振興課（� 863-1750 ）
 
子どもたちを対象に、演劇を中心とした
舞台プログラムを実施いたします。
【講師】平田大一（演出家）
【実施期間】平成22年4月～平成23年3

平成22年度那覇市小口資金融資受付中

公民館の利用は、4月から有料に！

公設市場の空き小間募集

那覇青少年舞台プログラム参加者募集

� � � �

小禄南小学校区から小禄小学校
区へ変更になる区域住所

字小禄１２６番地、字小禄１３０番地～
１５５番地、字小禄５２０番地～５３６番地、
字小禄６８０番地～７００番地、字小禄
７０３番地～７０４番地、小禄５丁目１番地

小禄南小学校区から宇栄原小学
校区へ変更になる区域住所

小禄２丁目３番地、小禄２丁目５番地、
小禄２丁目８番地１～４、小禄２丁目８
番地２３～２４、小禄２丁目９番地１～６、
小禄３丁目６番地

地方独立行政法人　那覇市立病院
www.nch.naha.okinawa.jp/
�　��������（代表）
■救急診療（365日・24時間診療）

診察場所受付場所診療日時

１階１階
総合受付８：４５～１７：００月

〜
金

急病センター
（地下１階）

急病センター
（地下１階）１７：００～翌日８：３０

急病センター
（地下１階）

土・日、祝日、慰霊の日、
年末年始の終日

■外来診療日割表　※眼科は完全予約制です。
歯
科
口
腔
外
科

産
婦
人
科

眼

科

耳
鼻
咽
喉
科

ひ
尿
器
科

リ
ハ
ビ
リ
科

皮

膚

科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

外

科

小

児

科

内　

科
△◎△○◎◎△◎○◎◎○月
△◎△△◎◎◎◎○◎◎○火
△◎△△◎◎△－○◎△○水
△◎△△◎◎◎◎○◎◎○木
△◎△△◎◎◎◎○◎◎○金

���������������������	������
�����������	
��
�������������������	
���������	
���
���������

特別小口資金
※個人事業所のみ一般小口資金

運転、設備、
運転設備

運転、設備、運
転設備、転業資金使途

７５０万円７５０万円限 度 額

運転（５年以内）、
設備、運転設
備（７年以内）
（据置６月以内）

運転、転業（５
年以内） 、設備、
運転設備（７年
以内）　（据置６
月以内）

融資期間

２．４５％２．６５％年 利 率

０．６％

無担保
０．４５～１．４５％
有担保
０．３５～１．３５％

保 証 料

不　要

個人は必要に
応じて
法人について
は、代表者が
必ず連帯保証
人となります。

保 証 人

地デジに関して現金をだまし取られ
る被害が発生しています ！ ～周囲
の方へ声かけをお願いします ！ ～

地上デジタル放送に必要な費用と
偽り、市職員を名乗る人に、現金を
だまし取られるという被害が相次い
で発生しています。那覇市や国、県
から、地上デジタル放送に関して、ご
家庭を訪問して費用を請求すること
は一切ありません。このような請求を
受けたときは、すぐに支払わず、警
察署（� 836-0110）、市民生活相談
室（� 862-9955）へご相談ください。

牧志公設市場小間
衣料部（呉服・衣料品などの販売（小売））

雑貨部（日用雑貨品の販売（小売））

第一牧志公設市場小間
精肉、鮮魚などの販売（小売）

������������������	
��

�����������������������

�����������	
���市民会館
入場料開演開場催　　　　　物日

￥２，０００１８：３０１８：００
八重農沖縄みずほ会　第６回　芸能祭
八重山の史劇 「オヤケ・アカハチ」５（金）

大
ホ
ー
ル

大人　￥８００
小人　￥５００１８：３０１８：００第１１回　那覇市民吹奏楽団演奏会６（土）

無　料１４：００１３：３０２０１０年　入学おめでとう大会７（日）

￥１，５００１３：００
１８：００

１２：３０
１７：３０

琉球箏曲興陽会
「創立７０周年記念式典及び記念公演」１４（日）

￥１，５００１８：００１７：３０
第１８回　あけもどろ総合文化祭
古典芸能部会「歌と踊り」２０（土）

￥１，０００１７：００１６：００
第１８回　あけもどろ総合文化祭
琉球民謡芸能部会「島唄肝心・踊い華心」２１（日）

￥１，０００１８：３０１８：００
第１８回　あけもどろ総合文化祭
八重山芸能部会「八重山芸能の夕べ」２２（月）

￥１，０００１８：３０１８：００ハイチ地震被害へのチャリティーコンサート２４（水）
大人　￥６００
学生　￥４００１７：３０１６：３０第４１回　那覇高等学校吹奏楽部定期演奏会２７（土）

￥３００１８：３０１８：００第３６回　首里高等学校吹奏楽部定期演奏会２８（日）
大人　￥５００
学生　￥３００１８：３０１８：００第３０回　小禄高等学校吹奏楽の夕べ２９（月）

￥２，５００１８：３０１８：００
第１８回　あけもどろ総合文化祭
社交ダンス部会「社交ダンスの夕べ」２１（日）中

ホ
ー
ル

パンフレット代
￥５００１１：００１１：００おでかけライブ　in　沖縄２８（日）

※主催者・催し物の都合により変更することもあります。

3月

���������������������
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入場料開演開場催　　　　　物日
一般　￥２，０００
学生　￥１，０００
（当日各￥３００増）

１９：００１８：３０
エミュ木管五重奏団演奏会　Vol．１３
～五色の音とことばで広がる物語の世界～５（金）

￥１，０００１８：００１７：３０第１８回　あけもどろ総合文化祭　詩吟部会『吟の夕べ』６（土）

￥１，０００１８：３０１８：００第１８回　あけもどろ総合文化祭　邦楽部会『邦楽の夕べ』７（日）

無　料１８：００１７：３０私学教育講演会８（月）

無　料１４：００１３：００人権啓発講演会１１（木）

一般　￥１，５００
学生　￥１，０００
（当日各￥３００増）

１９：００１８：３０
武蔵野音楽大学
～沖縄県支部同窓生による和の響き～
『創立８０周年記念演奏会』

１２（金）

￥１，０００１８：３０１８：００
第１８回　あけもどろ総合文化祭
音楽部会　合唱・声楽部会『合唱・声楽コンサート』１３（土）

￥１，５００１８：３０１７：３０
第１８回　あけもどろ総合文化祭
民踊部会『島唄に情込て』１４（日）

一般　￥８００
学生　￥５００１９：００１８：３０第２０回　木管アンサンブルの夕べ１７（水）

￥２，０００１９：００１８：３０屋良文雄コンサート　屋良文雄とシャバラバラ１８（木）

大人 ￥１，５００
高校生以下 ￥１，０００
（当日：各￥５００増）

１３：００
１８：００

１２：３０
１７：３０

～琉球芸能界の風雲児
　「玉城朝薫（たまぐすくちょうくん）」ここに登場！～
『朝薫伝』　～赫き龍！舞うが如く～

２１（日）

２２（月）

一般　￥１，２００
学生　￥１，０００

（当日共に￥１，５００増）
１９：００１８：３０

沖縄国際アジア音楽祭『沖縄音楽の軌跡』
第一夜「アジア音楽の夕べ」２４（水）

一般　￥１，２００
学生　￥１，０００

（当日共に￥１，５００増）
１９：００１８：３０

沖縄国際アジア音楽祭『沖縄音楽の軌跡』
第二夜「安里屋ユンタ　旅に出る」２５（木）

前売　￥３，５００
当日　￥４，０００１８：３０１８：００

沖縄国際アジア音楽祭
『宮沢和史presents NIPPONIA
　～世界で愛されているニッポンの歌たち～』

２７（土）

第一部　￥４，５００
第二部　￥５，５００
（当日共に￥５００増）

１３：３０
１８：３０

１３：００
１８：００

沖縄国際アジア音楽祭
第一部『細坪君と三浦君LIVE　２０１０「５０’ s Cafe」』
第二部『南こうせつコンサート～満天の星～』

２８（日）

￥３００１９：００１８：３０吹奏楽演奏会２９（月）

￥５００１９：００１８：３０仲村渠昭葉（名護大宮中３年）　バイオリンコンサート３１（水）
※主催者・催物の都合により変更することもあります。

3月
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今
年
の
夏
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
る
「
美
ら
島
総
体
２
０
１
０
」
を

前
に
、
総
体
の
市
内
告
知
用
ポ
ス
タ
ー
、
市
内
で
開
催
す
る
６
競
技
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
を
募
る
「
那
覇
市
総
合
ポ
ス
タ
ー
及
び
プ
ロ
グ
ラ

ム
表
紙
図
案
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
２
月
２
日
（
火
）、
と
ま
り
ん
２

階
で
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
１
０
１
点
の
作
品
応
募
が
あ
り
、　

作
品

37

が
入
選
。
会
場
に
は
全
入
選
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
方
に
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
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２
月
３
日
（
水
）、
読
売
巨
人
軍
那
覇
協
力
会
設
立
役
員
会
が
開
催
さ

れ
、
同
協
力
会
規
約
な
ど
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
翁
長
市
長
は
、「
２
０
１
１
年
か
ら
の
読

売
巨
人
軍
那
覇
キ
ャ
ン
プ
の
決
定
を
受
け
、
観
光
の
振
興
と
、
子
供
た

ち
の
夢
と
希
望
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と
述
べ
、
巨
人
軍
那
覇
キ
ャ

ン
プ
の
成
功
へ
向
け
て
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

役
員
会
の
承
認
に
よ
り
、「
読
売
巨
人
軍
那
覇
協
力
会
」
の
発
足
と
、

同
協
力
会
の
平
成　

年
度
ま
で
の
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

２２

　

こ
の
度
、
琉
球
古
典
音
楽　

野
村
流
松
村
統
絃
会　

名
誉
会
長
・
顧

問
を
務
め
る
宮
城
嗣
幸
氏
か
ら
、
か
つ
て
尚
家
の
中
城
御
殿
が
持
っ
て

い
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
「
友
寄
開
鐘（
と
ぅ
む
し
け
い
じ
ょ
ー
）」と
、

琉
球
古
典
音
楽　

野
村
流
松
村
統
絃
会
の
創
始
者
で
あ
る
宮
城
嗣
幸
氏

の
父
、 
宮  
城  
嗣
長 
氏
が
製
作
し
た
由
緒
あ
る
名
器
「
宮
城
の
真
壁
（
み

み
や 
ぎ 
し
ち
ょ
う

や
ぎ
の
ま
か
べ
）」
の
三
線
２
丁
が
、
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
の
寄
贈
を
受
け
２
月
９
日
（
火
）、
宮
城
氏
を
市
役
所
へ
招

き
、
翁
長
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
中
の
人
気
タ
レ
ン
ト
・
山
田
親
太
郎

さ
ん
を
那
覇
市
観
光
大
使
に
任
命
し
２
月　

日
（
水
）、
認
定
証
を
交
付

１０

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
山
田
さ
ん
が
翁
長
市
長
を
表
敬
し
た
際
に
「
サ
ー
タ
ー
ア

ン
ダ
ギ
ー
大
使
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
話
が
実
現
し
た
も
の
で
、「
日

本
全
国
で
大
好
き
な
沖
縄
と
那
覇
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
話
す
山
田

さ
ん
に
、
翁
長
市
長
も
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
応
え
、
が
っ
ち
り
と
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

本
土
人
が
見
た
1
9
5
0
年
代
の
沖
縄

ヤ
マ
ト
ゥ
ン
チ
ュ
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～三線の名器2丁を市へ寄贈～

��������	
��
������
～美ら島総体2010「那覇市総合ポスター及び
プログラム表紙図案コンテスト」入賞者表彰式～

��������	

～ 山  田  親  太  郎 さんを那覇市観光大使に～
やま だ しん た ろう

����������	
��
�������
～読売巨人軍那覇協力会設立役員会開催～

首里へ上る坂道　現新都心を望む
（１９５９年　井上孝治撮影）

浮島通り木村すし店の前で（１９５９年　井上孝治撮影）

波の上の鳥居（１９５１年　小野田正欣撮影）


